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研究成果の概要（和文）： 

 我々が開発した G-tail telomere HPA 法を臨床検体に適応できるように改良した方法の検討
を行い、多量検体を用いた場合のアッセイ間の補正方法を確立し、胃がん、大腸がん、リンパ
腫の患者の末梢血を採取し DNA を精製し９６ウエルプレート用いて検討を行った。胃がん、大
腸がん、リンパ腫などのがん患者においては、年齢を考慮に入れたどう年齢層で比較した場合、
全テロメア長の短縮がみられ、さらに顕著にテロメア G-tail の短縮がみられた。以上の結果か
ら、がん患者の末梢血を用いたテロメア G-tail 長の測定方法及び評価方法の確立に成功し、実
際に胃がん、大腸がんなどの消化器がんの患者においてテロメア G-tail が顕著に短縮し、テロ
メア G-tail 長を指標としてがんのリスク診断を行える可能性が考えられた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have previously developed the assay to measure the G-tail length, so-called G-tail 
telomere hybridization protection assay (HPA). We also developed the kit and the 
high-throughput automated machine for G-tail measurement. We applied these technologies 
for not only basic research but also for the clinical research, and found that peripheral 
blood from gastrointestinal cancer patients exhibited significant shorter average G-tail 
lengths than non-cancerous control group. Whereas total telomere length also reduced in 
cancer patients, G-tail lengths are markedly reduced in gastrointestinal cancer patients. 
These findings suggest that G-tail length can be a useful marker for the cancer risk 
assessment. 
 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 8,000,000 0 8,000,000 

2009 年度 8,000,000 0 8,000,000 

総 計 16,000,000 0 16,000,000 

 

 

研究分野：細胞分子生物学 

科研費の分科・細目：生物系･医歯薬学･生物系薬学 

キーワード：Gテール 、テロメア、がん、リスク診断 

 



１．研究開始当初の背景 
 
 染色体の末端にあるテロメアは、染色体の
安定性に重要であることはよく知られてい
る。テロメアDNAの最末端部分は、3’一
本鎖突出テロメアDNAであるG-tailが存
在するが、この 50〜300 塩基(nt)の一本鎖突
出末端が、癌化におけるＤＮＡ傷害、放射線、
ストレスなどが関わる染色体異常の引き金
として注目されている。全テロメア長におい
ては、がん患者での末梢血のDNAにおいて短
縮がみられることが報告されているが、テロ
メアG-tailに関しては、多量の臨床検体を用
いたG-tailの長さを評価できる方法がなか
った。 
 
 
２．研究の目的 
 
（1）癌化における染色体異常の引き金であ
るテロメアＧ−ｔａｉｌ長をG-tail telomere 
HPA により測定し、がん発症前のリスク評価
法に結びつけるため、G-tail 長の変化とがん
化の関係を明らかにすること 
 
（2）がん患者におけるテロメア G-tail の短
縮と健常人のテロメア G-tail を比較検討し
て、がん患者におけるテロメアの不安定性の
指標として G-tail 長が有用であるかどうか
評価すること。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 血液サンプル中のリンパ球の G-tail を
測定することにより、種々がんより発生する
可能性のあるがんのリスク評価を行う。 
 ① G-tail telomere HPA 法を用いて、健常
人およびがん患者より血液を採取し、全血よ
りゲノム DNAを精製して全テロメア長および
テロメア G-tail 長を測定する。健常人の年
齢補正平均を算出して、がん患者において全
テロメア長、テロメア G-tail 長の短縮など
の変化がみられるかどうかを検討する。 
 
(2) 種々の固形がん組織、非癌部の組織、前
がん病変の組織をにおいて G-tail 長の測定
のためのサンプル収集、サンプルからゲノム
DNA を精製を行い G-tail telomere HPA 法を
用いて G-tail長を測定しリスク評価を行う。 
 ① G-tail telomere HPA 法を用いて、同一
患者のがん部位と非がん部における全テロ
メア長およびテロメア G-tail長を測定する。 

 以上の成果をデータベース化し、テロメア
G-tail 長とがん疾患におけるリスク評価法
を確立する。 
 
 
４．研究成果 
 
 我々が開発した G-tail telomere HPA 法を
臨床検体に適応できるように改良した方法
の検討を行い、多量検体を用いた場合のアッ
セイ間の補正方法を確立し、９６ウエルプレ
ート用いて検討を行った。また、がん腫とし
ては、胃がん、大腸がん、リンパ腫の患者の
末梢血を採取した。対照として、採血時に慢
性的な疾患でない健常人２０歳から８０歳
までの年齢分布で、２０歳から５歳間隔で最
低３０例以上になるように末梢血を採取し
てゲノム DNA を精製し、合計約１０００人分
のテロメア長、G-tail 長の解析を行った。そ
の結果、健常人においては年齢増加に伴う
G-tail 長の短縮がみられた。短縮の傾向は、
全テロメア長と相関している傾向であるが、
G-tail のみ極端に短いグループも存在した。
さらに、胃がん、大腸がん、リンパ腫などの
がん患者においては、年齢を考慮に入れた同
年齢層で比較した場合、顕著にテロメア
G-tail の短縮がみられた。以上の結果から、
がん患者の末梢血を用いたテロメア G-tail
長の測定方法及び評価方法の確立に成功し、
実際に胃がん、大腸がんなどの消化器がんの
患者においてテロメア G-tail が顕著に短縮
し、テロメア G-tail 長を指標としてがんの
リスク診断を行える可能性が考えられた。 
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